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よ
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約
百
カ
国
に
よ
り
署
名
さ
れ
た
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
禁
止
条
約
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
二
月
三
日
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
禁
止
す
る
条
約
（
以
下
、
「
条
約
」
と
い
う
。
）
の
署
名
式
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首

都
オ
ス
ロ
で
行
わ
れ
、
我
が
国
を
含
む
約
百
カ
国
に
よ
り
「
条
約
」
が
署
名
さ
れ
た
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
が
現
在
保
有
し
て
い
る
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
種
類
及
び
数
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
条
約
」
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

三

例
え
ば
ロ
シ
ア
と
国
境
を
接
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
国
防
上
の
関
係
か
ら
「
条
約
」
に
署
名
し
て
い
な
い
。
同
様
に
我
が

国
も
、
約
九
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
海
岸
線
を
有
し
、
日
本
海
の
向
こ
う
に
は
我
が
国
と
国
交
が
な
く
、
拉
致
問
題
や
核

開
発
問
題
等
、
我
が
国
の
安
全
保
障
上
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
北
朝
鮮
が
あ
る
が
、
政
府
は
こ
れ
ら
の
我
が
国
が
抱
え

る
安
全
保
障
上
の
問
題
等
を
ど
の
様
に
考
慮
し
、
「
条
約
」
の
署
名
を
決
定
し
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

四

「
条
約
」
の
署
名
式
に
お
い
て
、
中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
等
の
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾

の
被
害
国
に
対
し
て
総
額
約
六
億
五
千
万
円
の
支
援
を
実
施
す
る
旨
表
明
し
た
と
承
知
す
る
が
、
政
府
が
支
援
対
象
と
す
る

国
を
全
て
挙
げ
、
具
体
的
に
ど
の
様
な
方
策
を
持
っ
て
支
援
を
行
う
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

五

三
で
述
べ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
他
に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
大
量
に
製
造
し
て
い
る
米
国
、
ロ
シ
ア
、
中
国
等
も
「
条

一



約
」
に
署
名
し
て
い
な
い
が
、
右
の
三
カ
国
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
製
造
は
、
全
世
界
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の

製
造
量
の
う
ち
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
を
占
め
る
か
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。

六

米
ロ
中
の
三
カ
国
が
署
名
し
な
い
「
条
約
」
は
、
そ
の
実
効
性
に
疑
問
符
が
つ
く
も
の
と
思
料
す
る
。
政
府
と
し
て
、
四

で
述
べ
た
支
援
だ
け
で
な
く
、
右
の
三
カ
国
に
「
条
約
」
へ
の
署
名
を
呼
び
か
け
る
等
、
真
の
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
根
絶
に

向
け
、
積
極
的
に
働
き
か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


